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1. はじめに-今回の探索の特徴-

1992年8月24日から 9月22日まで30日問、牧

草遺伝資源の探索・収集のためロシア共和国カ

度地域からのサンプjレは育種材料として利用し

やすいものと考えられる。

フカス地方を訪問した。探索地域の概要、収集 2. 探索の経路と探索地の概観

サンプjレの紹介をして参考に供したい。 探索の経路を図 1K-示した。探索経路は、マ

これまで、農林水産省のフロジ、エク卜として、 イコーフ→ボ/レゴグラード→アストラハン→ス

寒地型牧草に限ってもいくつかの探索隊が組織 タブロポ/レ→カラチェスク→マイコープ近郊→

されてきた。 1976年、 1977年にはイラン・ト 黒海沿岸→クパーン→マイコープであった。乙

ルコでDactylis属を中心に収集をしている。乙 のうちマイコープ、ボルゴグラード、アストラ

の地域は、パビロフのいう栽培植物の 8つの起 ハン、クパーンには植物生産研究所(通称VI

源地の一つである地中海地域の東部地方に当た R、遺伝資源に関する研究所で、各地に試験地

る。緯度的には北緯35-42度にあり、北海道ょ を持つ)の試験地があり、マイコープ試験地が

りやや南となる。 1986年には、同じく地中海地 探索の基地として、他の試験地も情報の収集、

域の西部地方に当たるモロッコ、スペイン、ポ ガソリンや食糧の確保に協力を頂いた。

ル bガルでDactylis、Festucaを探索している。 探索地の位置は、カスピ海と黒海の間で、カ

乙の地域の緯度は北緯30度-43度であり、北海 フカス山脈の北側に当たる。緯度としては北緯

道の南部を含むがやはり南側である。 1990年に 43度から48度の範囲にあり、おもに収集できた

はフィンランド、スウェーデンにアカクローパ のは43度から45度の範囲であった。標高はカフ

の探索に、また 1991年にはDαιりlis、Phleum カス山脈の 1，700mからボ/レガデルタの-70mの

の収集をサハリンで行なっている。緯度的には 幅があった。主な収集地は 500m -1， 000 mで=

前者が北緯58度-65度、後者が北緯46度-50度 あり、カフカス山脈につながる山麓、正陵地で

と北海道よりかなり高緯度となっている。 あった。 THETIMES A TLAS OF THE 

今回の探索地であるカフカス地方はパビロフ WORLDによれば、雨量は 200凹以下-1，000 

のいう栽培植物の起源地の一つで、あると同時に、 凹以上で、あり、王な収集地の雨量は500-1，000

緯度として43-45度であり、北海道と重なって 凹であった。カフ力ス山脈の雨量が最も多く

いる。緯度により開花特性が異なるので、同緯 1.000皿以上で、乙こから北に遠ざかるにつれ
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て雨量は少なくなる。アストラハンのあるカス

ピ海の北側では特に少なく 200皿以下となる。

1月の平均気温は、山脈地域で -10--20
oC、

山麓・丘陵地域で-50C、平地で-10ocである。

以上から、主な収集地については北海道と似通

また、新マメ科牧草として研究が進んでいる

Galegα属の収集も一つの特徴である。 Gαle-

ga属の北海道地域での適応性の検討は興味あ

る課題である。

った気象条件と考える乙とができょう。 4. 経路と収集結果

3. 探索結果の概要 マイコープ→ボルゴグラード→アストラハン

収集地は道路端や、放牧や採草に利用されて :乾燥した平原、半砂漠が広がっており、カフ

いる野草地である。収集サンプノレは大半が野生 カス山脈よりの地域でミは小麦・トーモロコシ・

のものと考えられ、栽培地からのエスケープは ヒマワリなどの畑が広がっている。アストラハ

数点であった。 ・ ン近くでは半砂漠がひろがり、植生はわずかで

収集点数は、 238点で、そのうちマメ科が 塩類集積も進んでいた。乙の経路で46点を収集

129点、イネ科が 103点、その他が 6点であつ した。玉なものはBromus、Meljlotusなどで

た。マメ科ではTrifoliumが50点と最も多く、 あった。

ついでMedicagoの24点、 Galegaの15点であ

った。わが国で栽培されている M.sativaはほ

とんど収集できず、アルファ/レファを主に集めたい

という当事w探索目的は達成できなかった。イネ科

では、 Dactylis、Phleum、Bromus、Lolium

が主なものであった。

収集サンプワレの一つの特徴は様々な標高か

ら収集されているということである。 Trifo-

Zium pratenseとDactylisについて、標高別に

収集点数を示すと表 lのようになる。標高によ

り特性にどんな違いがあるのか、また高標高か

らのものは耐寒性が高いのかどうかなど、今後

の研究課題である。

表 1. 標高別の収集点数
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図 1. 探索経路を実線で示した
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(点線は日本側の希望した経路)
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スタブロボ/レ→カラチェスク→セパイ→マイ

コープ:カフカス山脈につながる丘陵地であり、

比較的降水量もある地域。乙乙で Trjfoljum、

Dactylis、Phleumなど79点を収集した。ーカ

所で異なる種を 8点、 9点と収集できる地点も

多かった。

マイコープ近郊→グゼリブリ→黒海ヘ向かう

山麓:カフカス山脈の山麓に当たる地域であり、

34点を収集した。

山脈を越えた黒海の海岸:9月に海水浴がで

きるほど暖かい地域である。 乙乙で一年生の

Medic，αgo、Trifoliumなど42点を収集した。

一年生Medicagoはすでに枯死しており、地面

から爽を拾い集めた。一年生の材料を集めるに

は8月が適期と思われた。

その他、クパーンへの行程で14点とマイコー

プ近郊の高標高地で23点を集めた。

収集サンプ/レは、わが国で栽培されているも

のと同属のものが多いが、それらが栽培種であ

るかどうかは今後の研究が必要である。

5. おわりに

探索できた地域がカフカス地方のごく一部で

あった乙とは今回の探索の問題点であろう。カ

フカス地域の北側のうち中央からカスピ海まで

の地域とカフカス山脈の南側の探索は今後の課

題として残っている。

また今回の探索で、印象に残った点としては、

過放牧による遺伝資源消失の危険が大きいとい

うことである。ボ/レガ川の河川敷でMedicαgo

を収集したときも、家畜による採食のため着花

茎はわず‘かで=採種量も少量であった。とげのあ

る植物に固まれた植物だけが採食を免れる乙と

ができ、種子をつけ・ることができるという収集

地点も多かった。自生地の環境自身の保存も遺

伝資源研究の重要な課題となっていると考えら

れた。

なお、収集した種子はいずれも少量のため、

一次特性の評価と種子増殖を行った後つくばジ

ーンパンクに保存し利用に供される予定である。
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